
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
①
高
齢
者
へ
の
接
種
の
状

況
は
。
②
四
月
二
十
二
日
か
ら
開
始
し
た

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
第
一
次
予
約

時
に
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
の

混
乱
が
見
ら
れ
た
が
、
混
乱
の
少
な
い
予

約
手
続
の
確
立
に
向
け
た
取
組
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
本
市
に
お
け
る

高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
三

年
六
月
十
三
日
時
点
で
、
一
回
目
接
種
済

み
が
一
万
九
千
二
百
二
十
人
で
高
齢
者
全

体
の
三
十
・
二
％
、
二
回
目
接
種
済
み
が

二
千
百
八
十
人
で
高
齢
者
全
体
の
三
・
四

発
達
障
害
の
可
能
性
が
あ
る
児
童
生

徒
を
早
期
に
発
見
し
、
対
応
す
る
た
め
の

小
中
学
校
に
お
け
る
取
組
は
。

教
育
長
／
学
習
状
況
や
学
校
生
活
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
に
気
に
な
る
表
れ
が

見
ら
れ
た
場
合
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
な

ど
が
あ
っ
た
際
に
は
、
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
持
つ
教
職
員

を
中
心
に
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
た
後
、

医
師
や
臨
床
心
理
士
が
該
当
児
童
生
徒
を

観
察
・
協
議
し
た
上
で
、
市
が
就
学
支
援

委
員
会
を
開
催
し
、
で
き
る
限
り
早
期
の

段
階
で
、
発
達
障
害
に
係
る
通
級
指
導
教

室
へ
の
入
級
に
つ
な
げ
て
い
る
。

愛
鷹
山
麓
に
つ
い
て
、
①
そ
の
地
域

資
源
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。
②
林
業

と
農
業
の
現
状
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
①
愛
鷹
山
麓
は
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
本
市
を
代
表
す
る
地
域
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
ぬ
ま
づ
茶
や
あ
し
た
か
牛

の
産
地
で
あ
る
ほ
か
、
高
尾
山
古
墳
な
ど

の
貴
重
な
文
化
財
も
存
在
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
資
源
は
、
市
内
外
に
誇
れ
る

宝
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

産
業
振
興
部
長
／
②
林
業
に
つ
い
て
は
、

木
材
価
格
の
低
迷
に
伴
う
生
産
活
動
の
停

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
視
野
に
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
趣
旨
を
啓
発
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
認
識
は
。

市
長
／
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
誹
謗
中
傷
や
差
別
、
偏
見
を
な
く

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
重
要
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
市
内
に
お
い
て
は
、

小
中
学
校
で
児
童
生
徒
な
ど
が
作
成
し
た

リ
ボ
ン
を
高
齢
者
介
護
施
設
や
地
区
セ
ン

タ
ー
に
届
け
る
ほ
か
、
事
業
者
が
独
自
に

％
で
あ
る
。
②
五
月
二
十
五
日
か
ら
開
始

し
た
高
齢
者
へ
の
接
種
の
二
次
募
集
に
当

た
っ
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
回

線
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
の
活
用
を
勧
奨
す
る
チ
ラ
シ
の

全
戸
配
布
や
予
約
方
法
の
動
画
配
信
、
地

区
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
予
約
相
談
員
の
配
置

な
ど
を
実
施
し
、
一
部
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
状
況
は
あ
っ
た
が
、
多
数
の
予
約

が
確
保
で
き
た
。
今
後
予
定
し
て
い
る
高

齢
者
以
外
の
予
約
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
民

の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

発
達
障
害
児
へ
の
教
育
施
策
は
。

教
育
長
／
発
達
障
害
に
対
す
る
理
解

や
診
断
基
準
の
普
及
等
に
よ
り
、
発
達
障

害
と
診
断
さ
れ
る
児
童
生
徒
が
増
加
す
る

中
、
発
達
の
程
度
に
寄
り
添
っ
た
適
切
な

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
児
童

生
徒
の
健
全
な
育
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、通

常
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
害
を
有
す
る

児
童
生
徒
へ
の
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、

五
つ
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
七
つ
の
通

級
指
導
教
室
を
開
設
し
て
お
り
、
発
達
障

害
の
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、

開
設
校
や
開
設
教
室
を
増
や
し
て
い
く
。

滞
に
よ
り
伐
採
時
期
を
過
ぎ
た
ヒ
ノ
キ
が

多
く
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
農
業
に
つ

い
て
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
伴
い
荒
廃
農
地
が
増
加
す
る
な

ど
、
い
ず
れ
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
愛
鷹
山
麓

に
お
け
る
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
販

リ
ボ
ン
を
製
作
し
、
販
売
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
賛
同
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
取
組
を
進

め
て
い
る
市
内
の
団
体
等
を
紹
介
し
て
い

く
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
で
啓
発
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
ぬ
ま
づ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
周
知
・
啓
発
を
図
る

渡
部
　
一
二
実

霞
　
　
惠
介

井
原
　
三
千
雄

梶
　
　
泰
久

こ
と
に
よ
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
賛

同
の
輪
を
広

げ
て
い
く
。

路
拡
大
や
生
産
性
向

上
の
た
め
の
農
地
集

積
及
び
基
盤
整
備
を

引
き
続
き
実
施
す
る

な
ど
、
担
い
手
の
確

保
や
荒
廃
農
地
の
解

消
に
努
め
て
い
く
。

��

市政に つ い て 問う ！ 一 般 質 問

シ ト ラ ス リ ボン プ ロ ジェ ク ト へ の
発達障害児へ の 支援策は

賛同と 啓発に 対する 本市の 認識は

答 問 答 問

答 問

大き な発展の 可能性を 秘め た ワ ク チ ン 接種に お け る
愛鷹山麓に 対する 認識は 混乱の 少ない 予約手続の 確立は

答 問 答 問

▲愛鷹山麓に 広が る 茶畑は
美し い 景観を 創り 出す
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